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福島第一原子力発電所（１F）事故で３号機原子炉建屋の爆発に可燃性ガスが寄与している可能性が指摘され

ている。そこで原子炉格納容器（PCV）内に存在する有機物を水蒸気，酸素，および水素ガス環境下で 1000℃

まで昇温し，発生ガスの種類や量を評価した。その結果， 1000℃まで昇温すると，各材料中の有機成分はす

べてガス化し，H2, CO, CO2に加え複数種の可燃性有機ガスも発生することがわかった。 
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1. 緒言 

１F３号機原子炉建屋の水素爆発時の映像分析から，爆発には水素だけではなく，有機化合物から発生する

可燃性ガスが寄与している可能性が指摘されている。そのため， PCV 内に存在する主要な有機物から可燃性

ガスの発生状況を把握することを目的とし，前報では，水蒸気と水素ガス環境下による可燃性ガスの発生を

評価した。今回は，酸素環境下による影響を評価し，ほかの条件と比較した。 

2. 実験 

試験対象として， PCV 内で使用量が多く可燃性ガスの発生が考えられる代表的な有機物として，CV ケー

ブル，PNケーブル，同軸ケーブル，KGBケーブル，フロンレックスケーブル，エポキシ塗料，無機ジンクリ

ッチ塗料，ウレタン保温材，ポリイミド保温材，潤滑油の計 10種類を選定した。 

電気炉内に試料をセットし，水蒸気，酸素 4%+水蒸気 96%，水素，酸素 4%を流しながら 1000℃まで 10℃

/分昇温，あるいは 200℃24時間保持し，発生したガスを採取し，ガスクロマトグラフィー等で分析を行った。

分析ガスの種類としては，CO2 及び一般的な可燃性ガスとして工場電気設備防爆指針に取り上げられている

ものとした。 

3. 試験結果 

500℃以上の高温域でガス，タール，水蒸気が発生することがわかった。ガスの種類は主に，H2，CO，CO2，

低分子炭化水素系であった。図にそれぞれの有機材料の単位重量当たりの可燃性ガス発生量を示す。可燃性

ガス発生量は他の環境下に比べ水蒸気環境下が最も

多く，またポリイミド保温材が他の材料に比べて最も

多いことがわかった。１F３号機 PCV 内での有機物の

使用物量を考慮すると，物量が多い CV ケーブルが最

も多く可燃性ガスを発生することがわかった。200℃

24 時間保持ではガスはほぼ発生しなかった。 

3. 結論 

1F3 号機 PCV 下部の温度が 1000℃まで達したと想

定しても，可燃性有機ガスは燃焼範囲内には達しない

ことがわかった。 
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